
ワークショップ 特別講演

アドラー心理学

行動分析学

ランチセッション

大会特別企画

11/9（土） 11/9（土） 11/10（日）

9:30 ～ 12:30

12:45 ～ 13:45

15:40 ～ 16:５０

14:00 ～ 15:30

立岩真也

児童虐待への支援

9:00 ～ 9:50

岩城由幸氏

分科会
9:50 ～ 12:00

権利擁護
地域支援
福祉経営

（徳島大学大学院教授）

（藤井会計事務所）

一般社団法人 徳島県社会福祉士会

このフォーラムに関する詳細はWEBページ　https://www.tacsw.jp/　をご覧ください

TEL 088-678-8041 e-mail swft2019@tacsw.jpFAX
　

088-678-8042
　

【後　 援】：

【お問合せ】：ソーシャルワークフォーラムとくしま実行委員会事務局　（徳島県社会福祉士会内）

一般社団法人 愛媛県社会福祉士会
公益社団法人 香川県社会福祉士会 一般社団法人 高知県社会福祉士会

～地域共生社会の実現を目指して～

【日　 時】

徳島県立総合福祉センター （徳島市中昭和町 1-2）

2019.11. 9（土）9:30 ～（9:00 開場）

【会 　場】

【参加費】

【申込み】

会員　￥3,000　一般　￥5,000　学生　￥500

2019 年 10 月 31 日締切

【主　 催】：

　　　　　徳島県、徳島市、徳島県社会福祉協議会、徳島県市町村社会福祉協議会職員連絡会、徳島市社会福祉協議会、徳島県医師会、
徳島市医師会、徳島県歯科医師会、徳島県薬剤師会、徳島県看護協会、徳島県理学療法士会、徳島県作業療法士会、徳島県言語聴覚士
会、徳島県社会福祉法人経営者協議会、徳島県老人福祉施設協議会、徳島県知的障害者福祉協会、徳島県児童養護施設協議会、徳島県
医療ソーシャルワーカー協会、徳島県精神保健福祉士協会、徳島県介護支援専門員協会、徳島県スクールソーシャルワーカー協会、徳
島県地域包括ケアシステム学会、徳島大学歯学部、徳島文理大学、専門学校健祥会学園、専門学校穴吹福祉医療カレッジ、徳島新聞、
四国放送、ＮＨＫ徳島放送局、エフエム徳島、エフエムびざん

( 立命館大学大学院教授）

第 1分科会

第 2分科会

第 3分科会

「SDGs から地域共生社会を紐解く
　- コミュニティ ・デザインの重要性 -」

2019.11.10（日）9:00 ～（8:30 開場）

すだちくん

待っとるけんな！

徳島県マスコット

コミュニケーションスキル

すマ第 19-37 号

独立型社会福祉士
ソーシャルワーク実践セミナー

氏

（ワークショップのみ \2,000　公開講座　無料）

基調講演 / 公開講座

白山靖彦氏

藤井幹雄氏

（大阪府障害者福祉事業団）

無料
参加費



開催時間 種別 プログラム 講師名（所属）※敬称略

WS1
児童虐待への支援を考える<Part2>
～チーム学校・SSWの役割～

江口 久美子
（徳島文理大学保健福祉学部人間福祉学科）
森泉 摩州子
（徳島文理大学保健福祉学部人間福祉学科）

WS2
支援力を高めるアドラー心理学の学び方
～勇気と技術のある支援者を目指して～

梅崎 一郎
（徳島県発達障がい者総合支援センターアイリス）

WS3 福祉実践に向けた行動分析学の基礎 藤田 よしのぶ（社会と災害文化研究所）

WS4
レジデンシャル・ソーシャルワークを
学ぼう

中山 裕章（養護老人ホーム松寿園）

WS5
自己覚知からはじまるコミュニケーション
スキル

湯浅 雅志（那賀町地域包括支援センター）

WS6
明日から使える若手のソリューション
※35歳以下の若手、学生限定

今川 聡士（阿南北部第1高齢者お世話センター）

12:45～13:45
ランチ

SS

独立型社会福祉士
ソーシャルワーク実践セミナー
「"権利擁護はソーシャルワークか？"
　"ソーシャルワークだと思う（多分ね）"」

橋本　正士（ケアサークルまんまる）

14:00～15:30 全体会
基調講演
「ソーシャルワーク、をする」

立岩　真也
（立命館大学大学院先端総合学術研究科）

15:40～16:50 全体会

認定社会福祉士ソーシャルワーク鼎談

「地域共生社会のソーシャルワーク“認定社会
福祉士”の実践力とは？」

コーディネーター：関本 睦（四国大学短期大学
部人間健康科介護福祉専攻）

鼎談者：山本　智弘（救護施設丸山荘）
　　　　藤澤　茜   （香川県教育委員会）
　　　　谷　峰穂　 （小豆島中央病院）

第1
分科会

子どもの権利条約と子どもの権利擁護 岩城 由幸（大阪府障害者福祉事業団）

第2
分科会

SDGsから地域共生社会を紐解く
-コミュニティ・デザインの重要性-

白山 靖彦（徳島大学大学院医歯薬学研究部）

第3
分科会

福祉事業の経営とマーケティング戦略 藤井 幹雄（藤井会計事務所）

第1
分科会

「権利擁護」
子どもの権利擁護におけるソーシャルワーカー
の必要性について

助言者：岩城由幸　（大阪府障害者福祉事業団）
座　長：多田祐　　（四国大学福祉会）
発表者：漆原文子他（徳島県社会福祉士会）
発表者：井上紗織　（高知県中央児童相談所）
　　　　高木千晶   （丸亀市教育委員会）

第2
分科会

「地域支援」
地域共生社会の実現に向けた社会福祉士の役割
について

助言者：白山靖彦　（徳島大学大学院医歯薬学研究部）
座　長：湯浅雅志　（那賀町地域包括支援センター）
発表者：田岡　優　（本山育成会　障がい者支援施設
　　　　　　　　　　しゃくなげ荘）
発表者：住友妃華　（神山町地域包括支援センター）
　　　　藤村髙弘　（味酒野ていれぎ荘）

第3
分科会

「福祉経営」
独立型社会福祉士の福祉実践と福祉経営

助言者：藤井幹雄　（藤井会計事務所）
座　長：秋月卓実　（居宅介護支援事業所ほっとピース）
発表者：三瀬　誠   （三瀬社会福祉士事務所）
発表者：池井恭久　（こもれび社会福祉士事務所）
　　　　和泉芳枝　（(有)いずみソーシャルサポート）

第10回 四国地区社会福祉士合同研修会

11月9日（土）大会特別企画（全体会）

11月10日（日）特別講演（分科会）

9:50～12:00

ソーシャルワークフォーラムとくしま2019

11月9日（土）ワークショップ

9:30～12:30

11月9日（土）ランチセッション

11月9日（土）基調講演/公開講座（全体会）　※無料

11月10日（日）実践報告（分科会）

９:00～9:50

大会プログラム



ふりがな

氏名

所属（学校名） 職種

連絡先住所 電話番号

メールアドレス

★11月9日　ワークショップ（9:30～12:30） ※ワークショップのみの参加可

希望するワークショップに一つだけ○をつけて下さい。
ＷＳ１
ＷＳ２
ＷＳ３ 福祉実践に向けた行動分析学の基礎
ＷＳ４ レジデンシャル・ソーシャルワークを学ぼう
ＷＳ５ 自己覚知からはじまるコミュニケーションスキル
ＷＳ６ 明日から使える若手のソリューション　※35歳以下の若手、学生限定

★11月9日　ランチセッション（12:45～13:45）
１、参加する
２、参加しない

★11月9日　基調講演／公開講座（14:00～15:30） ※公開講座のみの参加可

参加費：無料
１、参加する
２、参加しない

★11月10日　分科会（9:00～12:00）

希望する分科会に一つだけ○をつけて下さい。
第１分科会 「権利擁護」-子どもの権利擁護におけるソーシャルワーカーの必要性について-

第２分科会 「地域支援」-地域共生社会の実現に向けた社会福祉士の役割について-

第３分科会 「福祉経営」-独立型社会福祉士の福祉実践と福祉経営-

★11月9日　交流会（18:00～20:00）

１、参加する
２、参加しない

★参加費用
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟのみ 講演のみ 会員 一般 学生 ランチSS 交流会
(￥2,000） (￥　　0） (￥3,000） (￥5,000） (￥500） (￥600） (￥5,000）

〇 〇 〇
¥3,000 ¥600 ¥5,000 ¥8,600

★お支払い方法
支払方法は銀行振込にてお願い致します。

お問合せ

③参加申し込み後、1週間以内にご入金お願いします。

一般社団法人　徳島県社会福祉士会行き

ＦＡＸ（０８８）６７８－８０４２

申込日　2019年　　月　　日

第10回四国大会/ソーシャルワークフォーラム　参加申込書

合計氏名

会員・非会員・学生

支援力を高めるアドラー心理学の学び方 ～勇気と技術のある支援者を目指して～

都道府県

2019年10月31日（木）必着

児童虐待への支援を考える<Part2> ～チーム学校・SSWの役割～

　　阿波　太郎
　　ｱﾜ　ﾀﾛｳ

ソーシャルワークフォーラムとくしま実行委員会事務局（徳島県社会福祉士会内）
〒770-0943徳島市中昭和町1丁目2徳島県立総合福祉センター3F

TEL：088-678-8041　FAX：088-678-8042　e-mail：swft2019@tacsw.jp

振込先　 ：徳島銀行　本店営業部　（普）　8613606
口座名義：一般社団法人徳島県社会福祉士会　代表理事　和泉芳枝

①振込手数料はご負担願います。
②振り込まれる方のお名前は必ずご記入ください。

※別途お弁当代600円(事前振込）

④原則、一度振り込まれた大会参加費・交流会費・ワークショップ受講料は、返金できかねますのでご了承ください。

※メールにてFAX受信のお返事をします。

（例）
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